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第16回 蒼眠の船旅④ 「伝染病の発生」
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に伍 して高米東岸

航路で活躍 した旧タイ

ブの南米移民船である

若狭丸で起きた大量病死事件

1918年 (大正 7年 )4月 25日, 日本郵船の南米東岸航

路客船若狭丸は,1862人 の移民を乗せて神戸を出航し

た。そのうちの 1,422人は,国 策移民会社の海外興業が

取り被った最初の移民であった。

海外興業は前年の暮れに国の意向で移民会社各社が統

合し設立されたものであり, この南米行きは新会社にと

って記念すべき航海であった。この時の移民数は,郵 船

の「五十年史Jでは 1,862人,外 務省の史料では 1854人

(うち男子は 1,084人,女 子は770人)と なっており,

わずかだが違いがある。

出航 17日目の 5月 12日,若 次丸はシンガポールに人

港した。いつもより数口ほど遅れてはいるが, まあまあ

の日数と見ていいだろう。郵船の通常の航海であれば,

神戸からサントスまでの所要日放は65日ほど。というこ

とは, 6月 末にはサントスに着く計算になる。しかし,

若狭丸がサントスに入港したのは7月 17日のこと。子申戸

を発ってから実に84国 も経っていた。

若狭丸に一体何があったのか。

これについて,郵 船の社史は何も詣っていない。もと
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もと郵船の公刊史料には移民関係の記録が少ない。筆者

は国会図書館に行き,当 時の新聞記事を調べた。

移民関係のニュースは,東 京よりも関西方面の新間に

克明に報じられることが多い。この一件もそうだった。

5月 15日付けの大阪朝日新間に,13日 発のシンガボー

ル特電として, こんな記事が出ていた。
“
若狭丸の流行病 (新嘉披特電十三国発) 十 二口新

嘉披に入港せる若狭丸搭載の巴西 (筆者注 :ブラジル)

移民一名脳脊髄膜炎に罹りて死亡せり。尚新患者発生の

良れあり。新嘉技当局は検疫所より船客の上陸を許さず,

両も当局は伝染防止を企つるtヒはす。上船中の予防“[清

は既に使用し尽し購入不可能なれば,船 長は新葺技にて

航海を中止し神戸に引返さんかと言ひ居れり
'

これが第一報である。船内で脳脊髄膜炎が発生し,移

民 1人が死亡。ワクチンが尽きたため,船 長は航海の中

J工を主張しているという。南米移民始まって以来の悲劇

が,船 内で進行していたのである。

月酋脊髄膜炎は正しくは流行性脳脊髄膜炎。髄膜炎菌の

感染によって発病する伝染病である。日本で最初にこの

病気が確認されたのは,lS'7年 (明治 30年 )に佐世保海

軍病院で忠者が発生した時とされており,1902年 (明治

35年 )に は吉原遊郭で流行した。記事にあるように,ワ
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クチン注射がすでに存在していたとはいえ,

死亡率の高い恐ろしい伝染病であった。

このあと事件についての続報はなく, 2

カ月以上経つた 7月 24日付けの大阪朝日

新聞の次のような欄外記事で,事 件が締め

くくられていた。
“
岩狭丸着巴 巴 西行移民一千八百名を

搭載し去る四月二十五日4中戸を出帆せる日

本郵船汽船若狭丸 (六千六百屯)は ,出 帆

後移民中に脳育髄膜炎忠者数名を生ぜした

め,一 時門司より新嘉披に停船の上,十 分

なる予防方法を詰じたるが,爾 来衛生状態

良好にして去る七月十七日無事ソントス港

に到着,移 民全部の上陸を了へたりと (二

十三日郵船着F_)'

郵船経由のこの記事は異様である。死亡

者が出たことについてまったく触れていな

いし,全体的に5月 15日付け記事の絶望的

状況と違和感がある。

F上〕者な九描内での流行性脳す髄

機炎発生 をfIえ る1918年 5月 15日

付 け大阪期 日新聞の記事。

(右料t918年7月 24日付 け大阪朝 日

新聞の欄外記事。死亡者が出たこ

とにtlまつた く触れていない。

ところが,笠 戸丸移民でブラジルに渡っ

た香山六郎の「移民四十年史J(1949年刊)を見ると,“大

正七年四月甘五日千八百名余をlBんで神戸出帆の若狭丸

は,船 上脳若髄膜炎忠者続発した。門司とシンガポール

間で消毒予防に尽したが,六 十名の死亡者を出した。
"と

あり,上 の新聞記事とは異なる事実を記している。

60人 といつ死者の数にまず驚かされるが,と にかく新

聞が伝えるような小事件ではなかったらしい。

闇から闇に葬られた 53人の病死者

正 13年)に日系人によってサンパウロに設立された医療

衛生機関である。

古風で読みにくい長文であるが,真 相を伝える貴重な

記録なので,関 係部分をすべて掲げよう。

*     *     *

“
余ノ言子情二存スル移民輸送船内二起レル悲惨事フ追

懐スレバ,第 一二大IL七年ノ出来事ナル若狭丸 (郵lH所

属)ノ流行性脳脊髄膜炎勃発,「シンガポールJ二停船弐

拾四日間,神 戸出帆ヨリ八拾四日ニンテ 「ブラジルJ国

「サントスJ港二投錨,航 海中ノ死亡者五結三名,「ブラ

ジルJ近 海内二於テノ死者ヲ収メタル八個ノ枯及ビ船臆

ノー隅二遺棄すレタル死骸一個,ヨ ハ某県人ノ本葬ヲ忌

ミテ共謀隠匿ンタルモノニンテ死後三日ラ経過セルモノ

ノ如ク腐臭鼻ヲツキ,サ ナキダニ陰暗ナル船脂ノー隅鬼

気人二迫ルヲ覚工,何 人モ只眼ヲソムケルノミニンテ之

航海中の状況を知るには,航 海日誌を調べるのが筋で

ある。戦前の郵船の航海日誌は,相 当数が東京商船大学

に保管されているので早速当たってみたが,若 狭丸のそ

の時期の日話はないとのこと。事件校証のすべは絶たれ

たかにみえたが, この稿で再三引用する外務省通商局刊

行の 「移民運送船之研究Jを 読み

進めるうちに,真 相に近い事実を

伝える国想文に出会った。

この回想文は,1928年 (H召和 3

年)の
“
はわい丸

'コ レラ事件発

生後,移 民輸送衛生制度の確立を ・

提唱した日系人医師高岡専太郎の

■■||

欧州航驚掛 を改装 した南米移民掛者束九。郭なの高米東

岸航路経営の全期間にわた り主力船 としてお躍 した。

‐■|■

提案書の冒頭に書かれているもの

である。海外興業の嘱託医であっ

た高岡医師は,提 案当時,在 伯国

本人同仁会専務理事を務めていた。

ちなみに同仁会は,1924年 (大
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神戸 を発つ者狭九船上の移民たち。大正来年の撮影 と

思われ るが,ま たまだ和服姿が 目立つ。(船の科■範担い

ヲ処理スルモノナク,余 ハ勇ヲ技ン lu卜寸仁会i任 書記ナ

ル翁長氏ヲlLガシ助カヲ乞し, コレガlrlLFLブナンタリキ。

同航ノ同郷故‖1ハサラナリ肉親ノイナドスラコノ修糖タ

ル死骸ニー幣ブ与フル事ナク借1生トンテ i件スル, ソノ

有様ハ恰モ突1坑二於テ螺々タル戦友ノタヒ屍ヲ踏ミ越エツ

ツヒタスラロ‖“ノ枚二稔進スル峨士ヲ紡彿センムルモノ

アリキ。国家的供高ナル犠牲二幕進スル戦■7ヨ ハ何物

二向ツテ岩進スルモノナルカヲ余等ハ作業後人無キ静寂

ノ船臆内二沈忠シ,而 ンテ何タル陰修ナル人生ナルヤト

無量ノ感二我ヲ忘レ少時走然作立スルノミナリキ。コハ

我等ノ月西裏二永久二忘ルル能ハザル移民船若狭丸ノ事件

ナリ。
"(原
文は日体漢字)

*     *     *

航海中 5 3人 が病死 した こと,  シンガボールに 2 4日間

も停船したこと,死 体を細めた楢 811と遺棄死体 1体が

船含内にあり,市 Fbl医師らが後始末をしたことなどが

生々しく綴られている。サントス到岩iH後の若炊丸船内

の凄惨な状況と,新 天地到着を前にして命を落とした移

民の無念さが伝わってくるような記述ではないか。

回想文とはいえ,回 への提案書の一文であり,高 問医

師がこの時期に海外興業の嘱託医であったこと,記 述に

「荘眠Jに , こんなおでましい記述があるが,昭 和初

ル!の南米東岸航路では, 1航 海に2～ 3人の病死者が出

るのは普通であり, 5人 以上という例も柿ではなかった。

もっとも,東 洋人は水芥を嫌ったことから,か つての南

米移民船では常に州】1数の格を用意していた ようだ (船

には大工も乗ってはいたが,精 まで作ったとは考えにく

い)。

具体性と客観4iがあることから見て,こ

のiせ述はとても虚偽とは思われない。と

すると,前 出の 「二十二 m`船 若電Jは
一体なんだろう。筆者には,コ!船が真相

をは蔽しようとしたとしか,よわれないの

である。

航れ中の死亡者は,公 れ ||では水fLに

するのが原則である (現和iも川ヽ来の職務

権限として認められている)ぃただし,伝

染,内による死亡者を水非にする場合は,

所定の消売を行なわなければならない。
“
いうの航海にも一人やri人の水茅礼

を行わない事はなかったが, この船では

また流たの胎児を膝にくれてやっただけ

である。
"

だが,若 狭メしlr件の翌年の

1919年 (大正 8年 ),同 じよう

な悲劇が郵船のlll多丸で起さ

た。

博多丸はこの年の 1月 21

日,619人 (男子 366人 ,女 子

253人 )の 移民を乗せて神戸

を出航したが,航 海中にまた

流行性脳脊髄膜炎が蔓延し,

外務省史料によると多数が死

亡したとされる。その数は,
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隠蔽された博多丸の大量病死事件

若狭丸事件が起きた 1918年は,関西を中心に流行性脳

育悔膜炎が大流行した作であり, 4月 には法定伝染病に

指定されている。4+に神戸は流行指定地としてマークさ

れた。こうした状汐tから郵船は同年 7月 ,次 航の博多ユ[

以降,一 時神戸発航を長崎に変更した。 7,17日 付け大

阪朝日新間に関連記事が出ている。
“
南米移民H 発ヽ抑1 脳脊髄膜炎流行の関係より南米移

民栞船地を長l llJに変更せる郵船会社にては米る八日,之

が乗船博多丸を神戸発長崎に廻船,十 一日長峨発,香 港,

新嘉技,南 阿経由サントスに向はじむる事に決定せるが,

今Flの家族移民総数は約千六百名なりと
'(原
文のまま)

日本都船の博多九。神奈川丸級の 2番 船で1事 件以後の―時期南米東岸航路から遺 ぎかっている。
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簿車ゃ簾
Fを上】
“
ドら志る丸

"の
診療宣。(大阪簡結■井終m

〈左わ
“
vSミら志る九

Ⅲ
の隔離病宣。(大阪高船三井船紛

前出の高岡医師の回想文によれば36人。実に移民 17人

に 1人 の割で病死しているのだから凄まじい。

この事件のことは移民史書にも記述されており,現 実

に起きたものであることは確かだが,今 のところこれ以

上検証するのは難しい。というのは,当 時の新聞にも事

件の幸R道がないからだ。事件は関係者によって隠蔽され,

36人 の死者は間から闇に葬られたのである。

この博多丸の航海では,麻 疹 (はしか)も 大量発生し

たことが,香 山の 「移民四十年史Jに 書かれている。
“
大正八年一月甘一日神戸発の博多丸は (中略),二 月

十七日サントス港到着の時,小 児に麻疹患者が多かつた。

これでブラジル海港検査官は厳密な検疫を執行し,同 船

をイリヤ ・グランデ検疫所に廻航させた。忠者及其家族

百余名を検疫所に収容じ八日間抑留し,他 は上陸させた。

患者抑留ニケ月で皆耕地入したが, これが日本移民船の

検疫にか つヽた始めであつた。
'

博多丸の船内は病院船のようであつたろう。

このように伝染病が船内で流行したのは,申 すまでも

なく,居 住性の劣悪な二等客室に原因があつた。流行性

1首脊髄膜炎にせよ麻疹にせよ,細 菌やウイルスは日本か

ら持ち込まれ,す し詰めの不衛生なスティアリッジで蔓

延したものである。

若狭丸と博多丸の事件は,ブ ラジル移民を国策として
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〈上】戦後の高米移民船の診擦工景。

大々的に進めようとした矢先の事故であった。

両船はこの時期以後,1926年 (大正 15年 )まで南米東

岸航路から外されているが, こうした衛生上問題のある

移民船が日本から続々と=」着するとなれば,ブ ラジル側

の検疫態勢も神経質にならざるをえないし,対 応も変わ

ってこよう。そうなると国の移民政策の根幹にも関わっ

てくる。

結局, この種の事故を防止するには,衛 生 ・医療面を

配慮した近代的な移民船を投入するしかない。

当然のことながら,新 船建造を含めこの問題が論議さ

れたであろう。しかし, この時期以後郵船は南米東岸航

路の経営ににわかに消極的になった。そして, これらの

惨事を教計とした新造船は,初 代
“
さんとす丸

"級
とい

うかたちで大阪商船によって具体化されたのである。

規定面から見た移民船の医療設備

船内で病気が発生すれば,当 然船の医療体制の出番と

なる。この当時,こ うした点についてルール上はどのよ

うになっていたのだろうか。

まず,医 療施設について 「船舶検査規程Jは ,
“
移民船二於テハ乙種船舶検査証書二掲クヘキ旅客定

員五十人二付十八平方映以上ノ甲板面lRヲ有シ旦六映以
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宣  数 ベット数 便所数 浴宣数

普通病宣 男子用

女子用

男子用

女子用

隔離病堂

(

(

(

(

)

)

)

)

2 ( 8 )

2 ( 8 )

2 ( 6 )

2 ( 6 )

(

(

(

(

)

う

)

)

(

(

(

(

)

)

)

)

合 計 4 (4) 43(28) 4(4) 4 ( 4 )

第 1表  Ⅲ さんとす九
"級
の医療施設 ヲ設クベシ。但シ薬局ハ之ヲ診療室二兼用スルモ妨ナシ

'

(第120条)

またこの規程では,薬 局や診療室に備えるべき医薬品

や医療機器についても定めている。すなわち,“移民船ニ

ハ第二号表二定ムル医薬其ノ他ノ衛生用,iフヽ備フベシ
"

(122条)として,① 内用薬,② 注射薬,③ 外用栄,④ 血

精類,⑤ 医療器械類の 5分野にわたり,そ の品名を実体

的に別表で列挙している。

このように医療設備に関しては,1934年 の時点で法規

面でかなり整備されている。だが不思譲なのは,戦 前の

「船員法Jに 医師の乗船などソフト面についての関連条

文が見当たらないことだ (戦後の 「船員法Jで は第 82条

に該当条文がある)。英国ではこれについての規定があ

り,“移民 50名以上または上級jHA客と船員を合わせ 300

人以上の人員を搭載する船には,有 資格船医 1人 を乗せ

なければならない
', と
なっていた。

初代
“
さんとす丸

"級
の医療施設

それでは,法 規面から見て,初 代
“
さんとす丸

"級
の

医療施設はどの程度の水準であったろうか。

このクラスの病室エリアは船尾甲板室上層のボート甲

板に位置しており,普 通病室 (男女別室)と ,伝 染病忠

者用の隔離病室 (同)が 設けられていた。病室はトイレ,

浴宝付きである。

ベッド数については史料により共同があるが,普 通病

室 12床,隔 離病室 12床 ,計 24床 というのが,竣 工時の

数字と思われる。
“
さんとす丸

"級
は大工末年の燈造であ

るが,仮 に前述の 「船舶設備規程Jの 基準を適用すると,

所定の病室ベッド数は15床 になる。つまり,後年の基準

を十分に満たす数をすでに備えていたわけだ。

もっともこのベッド数も,頻 発する麻疹の流行に対し

てはまったくお手上げであった。昭和初期の統計による

と,麻 疹患者は 1航海平均 18人 も発生している。

そのため
“
さんとす丸

'級
は, 2番 船以降,普 通病室

を■甲板の船尾寄りに移し,船 尾の病室エリアをすべて

隔離病室とした (第12回 「初代
“
さんとす丸

"を
解剖す

る②」で
“
はわい丸

'コ
ンラ事件を契機に改装されたと

述べたが, 2,3番 船では建造当初からこの配置になっ

ていたようだ)。改良後のベッド数は,普 通病室 24床 ,

隔離病室 24床 ,計 48床 である (第1表参照)。

次に診療室であるが, これは覆甲板の左舷中央に設け

られていた。薬局は診療室に併設されていたらしい。ま

た上甲板には,出 産室の設備もあった。出産室は2床。

船体動揺の最も少ない所に位置していた。

こうした配置だと,当 然ながら医療施設が中央部と船

尾部に三分されている点が問題になる。規程上やむをえ

定) 「 移民建送船之研究」(930年外務省通

商局刊)による 2( )内 は
nは
ゎぃ丸
"l■

上ノ高フ有スル病宝ヲ上層旅客甲板以上二設ケ他室 卜区

両スヘン。前項ノ病室ニハ適当ノ寝台及ヒ必要ノ付属品

ヲ備フヘン
〕
(第90条 )

として,移 民 50人 につき面積 18平方フィート (167

平方メー トル)の 病室設置を義務付けていた。

ちなみに英国のルールでは,病室面積は移民 50人 につ

き24平 方フィー ト (223平 方メー トル)と なっており,

ほかにも,病 室を男女別室とすること,病 室に隣接して

診療室,楽 局, トイレ,浴 宝 (伝染病室のみ)を 設ける

ことなどが, Fl「組かに規定されていた。

「船1=検査規程せJに は病室の規定はあるが,病 人用べ

ッドについては触れていない。英国並みにこうした細部

までルール化されたのは,1934年 い召和 9年 )の 「船舶

設備規程Jからである。すなわち,“移民船二′ヽ L甲板以

上ノ場所又ハ L「P板直下ノ甲板問ノ場所二於テ成ルベク

旅客室及船良堂ヨリ隔離ンタル箇所二病室ヲ設ケ,最 大

搭載人員二百人迄ハ″H十人毎ニー筒,二 百人ヲ超ユル人

員二付テハ超過人員六十人毎ニー箇ノ割合フ以テ寝台ヲ

備フベン。病室ハー ・八三メートル以上ノ高サヲ有ン上

収容人員一人三付四立方メートル以上ノ容積ヲ有スルコ

トヲ要ス
"(第
118条)として,船 客定員に応じた数のベ

ッドを備えることを義務付けた。このベッド数の基準は,

英国の規定にならったものである。さらに 「船舶設備規

程Jで は,ベ ッドの寸法,隔 離病室の設置についても,

第 119条で以下のように詳しく定めている。
4前
条ノ病室及短台二付テハ左ノ各号ノ規定二依ル

ー 病 室ノー部ハ之ク隔離室 卜為シ病室用寝台ノ四分ノ

ー以上ヲ設備シ得ル構造 卜為スベシ

エ  (省 略)

三 寝 台ハ金属製ニンテ長さ一 ・八三メートル以上,幅

六〇センチメートル以上ノモノトシ,之 ヲ上下二章

ヌルコトナク,其 ノー側二幅一メートル以上ノ通路

ヲ存シ掘附クベン (以下省略)"(原 文はたて書き)

ベッドの寸法は,面 積に直すと11平 方メートルにな

る。これは同規程の第 93条 にある蚕棚ベッドの仕様と同

じである。このほか同規程では浴室, トイレなどの付属

施設についても,設 置を義務付けていた。
“
移民船ニハ病室附属ノ浴室,便 所,診 療室泣二薬局
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なかったとはいえ,病 室

エリアと診療室が遠く離

れているのは,医 療上好

ましくなかった。この点

が完全に改善されたのは

初代
“
あるぜんちな丸

"

からで,同 船の普通病室

は,診 療室に近い船の中

央部に設けられている。

さて,以 上の設備を運

用する肝心の医療体制は

どのようになっていたの

だろうか。

外務省の史料では,“さ

んとす丸
"級
の医療スタッフは,船 医 1人 ,助 手 1人 ,

看護婦 2人 となっている。この陣容で,治 療,予 防接種,

検疫対応に当たったほか,船 内消毒,大 掃除といった衛

生管理の指導にも従事したわけだが,毎 航海 500人 を越

える移民が相手だから,か なりの仕事量であつた。戦前

の定期客船の 「ドクターJと いうと閑職のイメージがあ

るが,移 民船の船医に関しては,大 病院の医師なみのに

しさだったのである。

では,実 際に南米移民船ではどんな病気が多かつたの

だろう。第 2表 は昭和初年の南米東岸航路の 22航海での

疾病統計である。全数調査ではないので,“はわい丸
"コ

ンラ事件の時の航海は入つていない。

これによると, 1航 海平均 467人 の移民数に対して,

疾病者数は 1航海延 647人。病気で多いのは,寄 生虫疾

患,そ して心労と環境激変による胃腸疾患と感冒。次い

で皮膚疾患,眼 科系疾患と続き, この 5疾患だけで,全

体の 7割近 くを占めている。皮膚病が多発したのは,客

室内の酷暑が原因であった。

伝染性疾患で頻発したのは麻疹である。航海中の死亡

者も,麻 疹によるものが多かった。博多丸の大量発生事

件は前に述べたが,昭 和に入ってからも多発しており,

1928年 (昭和 3年 )4月 に神戸を出航した神奈川丸で

は,移 民 615人 のうち 112人が麻疹にかかっている。

船内で麻疹が流行ったのは,む ろん隔離が不十分だっ

たからである。感染を防止するため,青 年団を動員して

頻繁に船内消毒が行なわれたが,身 体を接するようにし

て暮らすスティアリッジの生活では,麻 疹の流行はある

程度避けられないことだった。

“
はわい丸

"コ
レラ事件の発端

注)i 調 査対象航海数 :22航海(926年 0月神戸発航 神 禁川九～ 929年 十月枠戸発抗 も んてびでお

丸),輸 送移民数合計 : 0270人 (1航 海平均467人)疾 病者総数 :延 4225人 (l航 海平均延S47人).死

亡者数合計 '45人(1航 海平均 2人)2「 移民運送船之研究J(930年 外務省通商局刊)による。

近代化された
“
さんとす丸

'級
の登場によ

事件のような悲惨なケースはなくなった。と

世界の艦船 19952

阪商船の南米航路が軌道に乗つた 1923年 に,在 来型の
“
はわい丸

"で ヨンラ事件が発生。今では,移 民船の伝

染病流行といえば, これが典型例とされている。

事件は各紙で報道された。以下は, 4月 5日 付け東京

日日新聞 (夕刊)の 関連記事のリード文である。
“
(シンガポール三日発 聯 合)大阪商船会社南米航路

汽船ハワイ丸は南米行移民七百八十余名を乗せ〕四月一

日当地出帆南阿経由南米に向ったが,船 中にコレラ発生

した為,本 国当地に引返し検疫所に繁船した。ヨレラ患

者中既に死亡したもの七名,目 下手当中のもの十一名あ

り,外 に一等船客中にも一名の忠者発生したが,重 体で

はない。右ハワイ丸は二月十七日神戸を出帆したもので,

二等船客中には日本人南米移民五百八十名であり,中 男

三百廿一名,女 二百五十九名ある
"(原
文のまま)

この時の船客数は,一 等が 10人 ,特 三を含む二等が

772人。乗組員数は 118人。二等船客のうち580人 は契約

移民であった。二等船客の大部分は,移民収容所の章(第

13回 )で触れたように,神 戸の移民収容所が送り出した

第 1回 目の移民であった。

3月 17日 に神戸を発つた
“
はわい丸

"は
途中,長 崎,

香港,サ イゴンに寄港。3月 31日 にシンガポールに着い

ているが,問 題のコレラは,サ イゴンで持ち込まれた。

当地ではこの年の 2月 にコレラが発生し, 3月 に入って

ますます流行していた。そのためシンガポールの国際連

盟支局は,各 国の衛生官憲にこれを通報し, 日本政府も,

航海中の船舶に情報を流していた。
“
はわい丸

'の
サイゴン入港は3月 27日〕出港は翌 28

日。コンラ流行の最盛期であった。コレラは飲食物を介

して感染するから, ここで搭載した食料品と水がまず怪

しいが,悪 いことに同船は当地で船客も一人乗せている。

しかも, この船客は乗船後発病しているので, この人物

が感染源だつた可能性もある。

いずれにせよ,“はわい丸
"は
当地のコレラ流行を知っ

り,若 狭丸

ころが,大

第 2表  昭 和初期の南米東岸航路における疾病傾向

疾病傾向 疾病者数 主な病名(人数)

伝染性疾患

寄生虫疾患

自賜疾患

感冒

皮店疾患

眼科系疾患

呼吸器疾患

船酔い

できもの

意性n因喉カタル

虫歯

465

2,362

2 , 3 1 2

1′844

1′697

1,i30

526

383

367

262

6

麻疹 (397)

回虫(″738),十 二指賜虫(395),鞭 虫(20)

急性陽カタル(948),急 性膏カタル(735),便 秘 (35),消 化不良(99)

汗泡疹 (33),湿 疹 (270),汗 疹 (242),聴 泡疹 (208)

トラホーム(546),慢 1庄結膜炎(357)

急性気省支炎(384)
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シンガポールおの検疫所が股けられてい

るセン ト・シ ョーンズる。
“
はわい九

"は

当社に30日 間停泊 した。(大ほ商船三井船助

ていながら寄港したわけで,本 来だったら抜港すべきと

ころだった。それができなかったのは,積 荷の関係があ

ったのだろう。これについて船会社は,後 日関連方面か

ら責任を追及されている。

シンガポールで1カ月間も停船

問題のコレラは, シンガポールを出港してわずか4時

間後に発生した。 4月 1日 に同港を発つた船は,コ ロン

ボに針路をとっていたが,船 長はシンガポールに引き返

すことを決め,同 3日 に再入港。検疫錨地に停泊した。

集団発生であったことと,lHR医が過労で病床に伏したこ

とから,船 長の決断は妥当であった。

再入渚した
`は
わい丸
"は
,た だちに英国人防疫担当

官の指導により厳重な消毒を受け,船 客と乗組員全員に

ワクチン注射と検便が施された。一方,罹病者はセント・

ジョーンズ島の隔離病棟に移されて治療を受けた。患者

数は諸説あるが,53人 というのが有力である。

その問,17人 が不帰の客となったが,シ ンガボール当

局の必死の防疫と治療が効を奏し, 4月 中旬には病気は

下火になった。そのため
“
はわい丸

"は
,30日 間の長い

停泊の後, 5月 2日 ,保 菌者 8人 とその家族 7人 を残し

110

て,南 米へ向け再び出帆したのである。

以上が
“
はわい丸

"コ
レラ事件の概要である。

この時の死亡者数 17人 は,若 狭丸事件の 53人 ,博 多

丸事件の36人 に比べればはるかに少ない。しかし,前述

のようにこの事件は,南 米移民船の伝染病による大量死

亡事故のティビカルな実例とされている。この点は,新

追船
“
さんとす丸

"級
を投入し,ハ ードとソフトの両面

にわたって移民輸送の向上に努めてきた大阪商船には,

気の毒だったといわざるをえない。

ブラジル移民の最盛期の事故であったこと,事 件が隠

鮫されず新聞にもしっかり報道されたことが,こ の事件

がその後,移 民船の伝染病死亡事故の典型例となった理

由であろう。だが筆者は, もうひとつ,「蒼眠Jの影響カ

もあるのではないかと考えている。
“一九二八年頃に移民船ハワイ丸がホンコン寄港後移

民の中にコレラ患者続出し,死 亡者が出る度に移民の家

族構成は続々と崩れ始め,シ ンガポールでは入港を禁止

され,遂 に日本に戻って来た大事件もあった。
'

石川は,事 件をこのように書いているが,か なリオー

バーな表現であるうえ,内 容も事実と異なっている。

ちなみに,大 阪商船の社央は,事 件について一切触れ

ていない。
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